
賃
並
肝
煎
賃
、
大
堺
劔
先
船
の
船
固
康
に
口
銭
を
與
へ
て
魚
網
船
と
の
蓮
絡

船
を
設
け
る
こ
と
、
急
用
の
鮪
何
物
に
は
増
船
賃
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
受
付

順
を
超
え
特
別
扱
を
な
す
こ
と
等
の
如
き
安
村
濁
特
の
…
営
業
政
策
は
、
村
方

捌
の
時
代
と
な
る
や
凡
べ
て
縮
…
業
曝
は
全
康
さ
れ
て
利
用
者
の
妙
か
ら
ぬ
不

便
宜
と
函
却
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
村
方
惚
街
姓
は
安
村
氏
の
即
す
る
所
の

由
緒
な
る
も
の
を
根
抵
か
ら
否
定
し
て
画
嚢
の
起
り
は
元
來
百
姓
共
の
大
和

川
通
鉛
に
在
る
も
の
と
主
張
し
、
多
額
の
墨
黒
を
納
付
せ
ん
こ
と
を
も
誓
っ

て
屡
ミ
愁
訴
に
及
ん
だ
が
途
に
安
村
の
樫
勢
に
打
克
つ
こ
と
は
出
來
な
か
っ

た
。
近
世
を
通
じ
て
績
け
ら
れ
た
こ
の
掛
者
の
激
し
い
相
隣
の
根
抵
に
は
農

村
の
切
貴
な
生
活
問
題
と
同
時
に
大
利
川
舟
蓮
の
著
し
く
莫
大
な
利
盆
が
潜

ん
で
居
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
9
　
（
菊
版
本
丈
四
五
入
頁
、
た
和

也
學
曾
獲
行
．
，
完
慣
菰
、
○
○
）
〔
稻
葉
〕

○
増
訂
李
野
集
説

宮
幣
大
選
書
野
態
様
編

　
弔
野
集
説
は
明
治
十
四
年
、
時
の
亭
野
瀞
赴
寓
目
円
遠
藤
三
口
氏
が
、
同
製

の
醤
き
歴
史
と
耀
け
る
傳
統
と
を
一
日
せ
ん
と
す
る
意
圓
よ
り
、
ひ
ろ
く
古

今
の
史
料
を
渉
顕
し
て
當
飛
閣
係
の
記
事
を
輯
録
し
事
項
別
に
類
聚
集
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
て

第三第第
七：五鋸一

創
建

紳
階
・
旧
格

祭
儀

奉
幣
・
祭
使
・
繋
進

介

第第三第
入六四二

祭
瀞
・
氏
憩

就
地
・
瀧
領

醗
詞
∴
旦
命

行
幸
・
膏
啓
・
御
幸

　
第
九
　
瀧
殿
・
造
管
・
遜
富
　
　
第
十
　
瀞
職
瞬
瀞
宮
寺

　
第
牽
　
　
豊
松
家
陰
猫
眼

の
職
域
に
裁
っ
て
挙
野
潜
瀧
史
料
集
と
も
種
す
べ
き
も
の
」
完
成
を
霧
た
の

で
あ
っ
た
が
、
惜
し
い
哉
そ
の
稿
本
は
長
く
俊
豪
に
落
せ
ら
れ
て
糠
に
識
ら

れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
。
蕪
に
現
富
罰
關
臼
亭
々
氏
は
昨
年
、
風
蜜
後
、
の
蔵

前
の
修
覆
を
竣
へ
正
蓬
欝
の
御
儀
を
執
行
は
れ
た
の
を
機
と
し
て
、
繋
の
遽

藤
氏
の
業
を
礎
い
で
本
轡
の
刊
行
を
企
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
祭
憩
の
問
題

其
他
よ
り
屡
ミ
學
者
の
注
意
の
…
封
爾
と
な
り
來
つ
た
弔
野
榊
就
の
研
究
に
薪

た
な
る
推
進
力
を
興
ふ
る
も
の
と
…
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
Q

　
今
次
の
増
訂
に
際
し
て
新
し
く
附
加
せ
ら
れ
た
も
の
は
、
同
糺
観
す
る
と

こ
ろ
の
畢
野
卑
縁
起
及
甲
野
飛
古
交
書
で
あ
る
。
帯
野
就
繊
起
は
寛
永
四
年
、

持
命
院
基
定
等
の
簑
に
成
る
も
の
で
、
弔
安
遜
都
の
比
築
野
計
が
丙
裏
守
護

の
た
め
大
利
國
よ
り
糊
講
さ
れ
て
以
來
、
代
々
隆
昌
を
重
ね
た
次
第
を
記
し

て
三
徳
を
願
へ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
霜
野
国
文
欝
は
懸
永
九
年
の
後
小
松

天
巣
詳
解
を
始
め
と
し
て
、
献
殿
の
造
管
、
赦
領
瀧
務
職
の
安
堵
に
蘭
す
る

足
利
幕
府
の
御
教
書
、
巨
人
三
人
等
の
旧
事
興
隆
、
旧
地
保
全
に
關
す
る
申

状
、
批
領
匿
鍛
等
六
一
一
日
期
の
も
の
約
六
十
通
を
牧
め
て
、
能
く
當
代
に

於
け
る
畢
野
憩
糺
の
動
灘
を
窺
ふ
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
　
（
菊
版
和
装
、
本

丈
一
一
五
↓
頁
、
宜
幣
大
職
土
野
一
丁
駄
務
班
獲
行
、
非
一
品
）
〔
二
葉
〕

○
静
寛
院
試
御
書
歌
（
複
製
）

下
　
郷
傳
峯
刊

洛
北
岩
倉
村
な
る
岩
倉
公
遺
蹟
保
存
會
の
珍
醸
す
る
孝
明
天
皇
皇
妹
和
富

第
二
十
窓
巻
　
第
二
號
　
　
　
三
九
＝
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尋一n
，Til

介

親
子
内
親
黒
の
御
三
状
を
、
近
江
長
慣
の
下
郷
傳
雪
曇
が
舞
讃
感
激
の
似
聡
り

凡
そ
原
寸
大
の
譲
旧
版
印
醐
を
以
て
複
製
頒
霧
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
先

づ
．
其
の
御
欝
賦
を
讃
ん
で
見
る
に
、

　
　
返
々
、
御
征
伐
御
止
候
三
三
三
二
て
は
、
決
し
て
無
之
候
ま
・
、
あ
し

　
　
か
ら
す
斗
御
聞
取
の
蝕
慷
、
御
三
申
入
存
滲
ら
せ
候
、
め
て
度
か
し
こ
、

　
塾
々
春
暖
笹
葺
滲
ら
せ
候
、
彌
働
機
嫌
よ
く
成
ら
せ
ら
れ
候
、
め
て
度
恭

　
く
存
墨
ら
せ
候
、
義
憤
慷
に
候
ヘ
ハ
、
此
度
ハ
識
二
恐
入
射
事
件
転
付
、
此

　
程
麟
上
窟
致
し
、
東
膨
の
上
委
綱
承
り
候
虞
。
臨
く
恐
入
候
鄭
共
二
身
、

　
饗
豪
悔
悟
伏
罪
東
叛
肉
に
触
出
罷
在
候
，
官
軍
御
町
二
相
成
候
と
も
、
不

　
敬
之
嚢
．
無
監
獄
．
卜
し
く
申
付
御
座
候
へ
共
、
何
分
四
方
の
士
罠
輻
綾

　
之
土
地
に
て
候
へ
は
、
多
入
数
の
う
ち
に
ハ
、
心
得
蓬
の
物
候
て
、
其
燈

　
よ
り
恭
順
之
鯨
取
失
穿
て
ハ
　
朝
廷
，
へ
恐
入
候
鈍
な
ら
す
、
貯
留
の
安
危

　
に
か
・
は
り
難
事
と
、
其
邊
深
々
心
配
致
し
、
鎭
撫
の
婆
に
付
、
顔
之
嚢

　
有
之
．

　
大
総
三
宮
檬
府
巾
・
工
御
鵯
㍑
随
F
の
御
無
瞳
子
故
へ
、
瓢
綴
昨
日
出
立
数
し
蓼
ら

　
せ
候
、
貯
卒
く
、
・
石
御
返
警
伺
候
迄
の
癒
、
耽
へ
御
手
の
御
掛
単
勢
御
漏
運

　
ハ
、
し
は
し
御
薪
豫
の
事
、
ふ
し
て
く
、
願
存
候
，
右
の
次
第
、
急
使

　
に
て
　
大
総
督
宮
檬
へ
、
・
甲
入
置
候
ま
』
、
何
卒
御
蒲
府
の
威
、
御
猶
豫

　
願
存
｛
鯵
ら
せ
候
、
双
方
共
下
輩
の
ぞ
㌧
う
よ
り
、
大
禦
を
引
拙
し
候
て
ハ
、

　
煮
凝
残
念
至
極
に
存
滲
ら
せ
候
ま
x
、
泓
心
中
彿
憐
察
威
下
さ
れ
候
、
織

　
勘
辮
の
綴
，
く
れ
く
も
無
頼
入
滲
ら
せ
候
、
委
細
ハ
王
学
よ
り
御
聞
取

　
の
檬
と
、
存
墾
ら
せ
候
．
い
そ
き
大
く
ら
ん
霧
，
よ
ろ
し
く
御
は
ん
し
，

　
御
頼
申
入
蓼
ら
せ
候
、
先
ハ
皐
々
串
入
滲
ら
せ
候
　
圃
観

第
二
十
三
巻
　
第
二
號
　
　
三
九
二

ハ
ウ
ハ
封
書
）

　　　　h’it
　　　太た
　　　　倉
三　ジミ
月

二審殿

Hる

認

灘
　
　
寛
　
　
院

　
明
治
維
薪
に
際
し
て
の
最
大
纂
件
の
一
は
、
江
戸
城
の
引
渡
で
あ
る
が
、

將
軍
慶
喜
公
ほ
早
く
も
大
阪
よ
り
江
戸
に
選
り
、
東
叡
肉
に
蟄
贋
し
て
謹
蟹

の
意
を
表
す
と
錐
も
、
是
を
天
聴
に
擁
す
べ
き
道
な
く
、
し
か
・
も
將
軍
の
意

を
知
ら
ざ
る
者
の
中
に
は
、
江
戸
城
を
枕
に
官
軍
と
臆
戦
を
交
へ
ん
と
す
る

主
…
戦
論
者
も
あ
っ
て
、
徳
川
家
の
安
危
す
ら
風
前
の
燈
火
に
似
た
る
も
の
が

・
あ
っ
た
。
其
隊
既
記
，
幕
府
三
局
の
意
の
存
す
る
所
を
朝
廷
に
全
し
、
徳
川

の
家
名
を
無
調
に
諾
諾
し
詣
る
力
は
、
’
…
に
譲
寛
院
宮
に
依
る
の
外
な
か
っ

た
。
さ
れ
ば
慶
嘉
公
は
内
親
王
に
謁
し
て
家
名
存
練
の
辮
を
深
く
哀
回
し
奉

っ
た
の
で
、
剛
’
四
親
王
ま
た
深
く
御
心
痛
あ
ら
せ
ら
れ
、
上
薦
の
土
御
門
藤
子

に
命
じ
て
働
内
願
書
を
黛
師
に
数
さ
し
め
給
ふ
と
共
に
、
＝
カ
、
棄
海
道
先

鋒
総
督
襲
踏
引
詰
と
し
て
選
獲
串
で
あ
る
御
母
方
の
近
親
橋
本
賞
梁
に
も
御

漕
息
を
手
交
せ
し
め
て
御
…
身
の
逡
．
退
御
題
置
に
就
き
て
は
決
然
た
る
勧
内

意
あ
る
を
示
し
給
う
た
。
面
し
て
京
都
か
ら
麟
つ
た
上
町
藤
子
の
復
命
に
よ

っ
て
官
軍
方
砺
の
決
意
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
て
、
事
態
は
容
易
な
ら

ざ
る
危
期
に
あ
る
尊
を
察
知
し
論
う
た
内
親
差
は
、
大
糖
識
量
の
碑
軍
勢
に

し
て
江
戸
人
城
あ
ら
せ
ら
る
㌦
に
際
し
、
沖
禺
一
に
も
江
戸
急
難
の
浪
士
な
ど

の
巾
に
、
不
敬
の
徒
の
患
つ
る
あ
ら
ん
か
、
折
角
の
公
武
馬
齢
は
　
朝
に
し

て
瓦
嘉
す
る
の
憂
鱒
を
見
る
で
あ
ら
う
し
、
も
し
や
不
測
の
攣
の
生
ず
る
あ

（　18iS　）



ら
ば
、
ま
た
牧
燃
す
べ
か
ら
ざ
る
に
至
る
べ
き
や
必
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
Q

さ
れ
ば
、
糎
寛
院
寓
は
、
靴
の
書
状
を
親
し
く
染
筆
し
給
ひ
て
岩
倉
具
定
卿

の
客
歳
に
還
り
、
し
ば
ら
く
の
進
軍
を
止
め
ん
蟻
を
求
め
給
う
た
も
の
で
、

御
憂
慮
の
程
舐
面
に
溢
る
｝
も
の
が
あ
る
。
殊
に
魑
書
に
於
て
「
御
征
伐
御

止
候
単
願
候
に
て
は
決
し
て
無
之
候
ま
＼
あ
し
か
ら
ず
御
聞
取
の
檬
」
と

記
さ
れ
給
ふ
準
行
は
、
．
洵
に
至
誠
の
御
強
葉
に
し
て
天
地
爲
に
感
動
す
る
も

の
あ
る
を
思
は
し
め
る
り

　
か
く
し
て
江
戸
開
城
も
蟻
無
く
心
兀
了
し
、
弔
和
裡
に
維
薪
の
鴻
業
を
成
就

し
鰐
た
り
し
所
以
の
も
の
は
［
身
を
朝
幕
の
闘
に
捧
げ
、
以
て
鼠
捕
を
陶
ら

し
め
給
ひ
し
静
斎
院
宮
の
御
力
多
き
に
あ
る
纂
は
、
蟻
も
疑
を
容
れ
ざ
る
所
、

其
の
御
令
徳
鉱
行
は
眞
に
婦
人
の
鑑
と
し
て
萬
代
園
斑
の
、
殊
に
婦
人
の
、

景
仰
措
か
ざ
る
も
の
あ
る
は
喋
々
を
要
せ
ざ
る
も
、
既
の
御
書
朕
に
も
、
見

ら
る
」
が
如
く
、
朝
病
煩
の
一
大
事
に
組
し
て
も
名
分
を
守
の
、
大
義
に
順

ひ
、
朝
威
を
輝
か
し
め
給
ひ
し
御
満
載
の
亦
偉
大
な
る
も
の
あ
る
を
、
吾
人

は
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
Q

　
本
書
瓶
を
下
郷
氏
が
感
激
措
く
能
は
ず
し
て
複
製
以
て
諸
家
に
頒
ち
、
静

．
寛
三
宮
の
御
徳
操
を
新
ら
し
く
汎
く
博
へ
ん
と
さ
れ
た
る
は
、
塞
に
下
灘
と

い
ふ
べ
く
、
籔
に
感
謝
の
意
を
以
て
、
此
の
紹
介
の
交
を
執
筆
す
る
。
　
（
葬

資
品
）
　
（
申
村
）

○
敦
”
燵
秘
望
潮
‘
呉

一
罪
上
下
．
遺
憾

瀞
田
喜

郎
編

今
よ
り
略
ぼ
三
十
年
蘭
，
支
那
西
睡
の
地
、
毒
煙
の
千
路
洞
よ
り
影
多
し

ゆ一r）

，Vli

介

き
古
爲
文
献
の
襲
見
せ
ら
れ
、
．
之
が
英
京
の
大
英
博
物
館
、
佛
京
の
佛
醒
々

立
幽
書
館
に
遙
臓
．
匪
雰
的
墨
費
と
し
て
著
名
な
る
は
今
爽
喋
々
を
要
せ
ず
、

そ
の
網
数
概
算
は
約
一
萬
鴬
千
顯
と
推
測
せ
ら
れ
、
そ
の
中
業
閾
　
に
あ
る
も

の
は
私
も
滞
佛
中
に
詳
細
に
調
査
し
た
が
，
．
正
し
く
五
千
五
蔦
四
十
｝
鰍
州
あ

り
、
第
…
號
よ
り
第
一
九
九
九
號
ま
で
は
梵
文
の
小
片
が
主
に
し
て
、
丁
字

弛
文
の
も
の
甚
だ
妙
く
、
こ
は
何
れ
も
硝
子
板
に
罷
み
て
嚇
せ
ら
れ
る
。
第

∵
0
0
0
號
以
上
第
五
五
四
一
號
ま
で
は
沸
字
漢
文
の
も
の
が
主
に
し
て
、

此
の
中
從
來
内
容
目
録
も
出
來
て
公
閲
…
閲
轡
～
を
許
…
さ
れ
て
借
る
の
は
第
二
〇

〇
〇
號
よ
り
第
譜
…
五
一
｝
號
ま
で
の
一
千
五
街
十
山
黙
と
、
第
四
五
〇
〇
號

よ
り
第
四
五
一
コ
號
ま
で
の
∵
十
コ
鮎
と
合
計
…
千
五
百
…
∴
十
三
黙
で
㌧
第

三
五
ご
…
號
よ
り
第
四
四
九
九
號
ま
で
、
並
に
第
四
五
二
二
號
よ
り
第
五
五

四
｝
號
ま
で
の
計
二
千
八
黙
は
、
そ
の
晶
群
者
ペ
リ
オ
嘉
言
宅
に
藏
せ
ら
る

著
書
を
除
き
、
私
は
一
定
を
煙
し
得
た
が
、
　
一
般
に
ほ
尚
ほ
公
開
閲
賢
を
許

し
て
居
ら
ぬ
ら
し
い
。
課
題
帝
閣
大
學
瀞
田
喜
一
郎
教
授
在
外
研
究
員
と
し

て
渡
佛
せ
ら
る
る
や
佛
國
々
立
圓
霞
館
に
就
き
て
此
等
文
書
を
調
査
せ
ら

れ
、
そ
の
申
の
貴
重
な
る
も
の
を
親
し
く
窩
眞
に
擾
ら
れ
之
を
珂
羅
版
に
附

し
て
一
百
部
の
等
等
と
せ
ら
れ
羽
田
亨
憾
士
の
題
螢
を
以
て
錦
上
に
花
を
加

へ
以
て
同
好
に
餓
塾
せ
ら
れ
た
る
も
の
實
に
本
書
で
あ
る
。
今
其
の
内
容
を

一
樽
す
る
に
主
と
し
て
第
∴
○
○
○
號
よ
り
第
羅
五
一
｝
號
ま
で
の
既
公
朋

の
部
分
に
間
し
て
屠
の
、
　
轍
だ
け
第
四
蕪
雑
四
號
の
永
徽
令
遺
文
を
探
録

さ
れ
て
あ
る
。

　
深
田
教
擾
も
そ
の
序
に
謂
は
る
る
通
り
、
姥
等
古
窩
本
、
並
に
文
書
に
し

て
豊
里
學
界
に
紹
介
せ
ら
る
る
も
の
噛
薬
圃
文
録
、
敦
幾
石
室
礫
金
、
敦
燵

第
二
十
三
悠
　
第
二
號
　
　
三
九
三

（　IS5　〉


